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報告レポート
2022年11月26日ヨドコウ桜スタジアムにて、記念すべき第1回目となる
アート引越センターpresents『KANSAI SOCCER FES2022』が開催されました。
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「関西のどこかのチームに所属しており、プロを目標に頑張っている小学6年生」
を対象に募集を行い、当日は約146名の参加者が集まりました。
参加選手は関西全Jクラブから各クラブを代表する選手8名が集まりました。
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選手全員で子供達と一緒にウォーミングアップから基礎練習を行い、
その後に各ポジションに分かれたパートセッションを行ってからは
プロ選手によるデモンストレーションを行いました。
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デモンストレーションでは、
子供達は選手の真後ろから観覧しました。

・フリーキック対決
〔大前選手vs東口選手〕
〔上門選手vs東口選手〕
・コーナーキック対決
〔石毛選手と井上選手vs東口選手〕
〔藤田選手と山口選手vs東口選手〕
・ロングスロー対決
〔藤田選手と清武選手vs東口選手〕
が行われました。

プロの技術を目の前でみた子供達から
どよめきの声や拍手がおこりました。
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そして今回のイベント最大の目玉であるJリーガーvs小学6年生による
エキシビジョンマッチを行いました。
ヨドコウ桜スタジアムのコートを2面（AとB）に分割して使用し、参加した子供達が
それぞれ5チームを形成し、Jリーガーチームと試合を行いました。
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・Aチーム：石毛選手、井上選手、上門選手、東口選手、県立西宮高校サッカー部3名
vs子供チーム①②③④⑤
試合時間8分×5試合

・Bチーム：清武選手、山口選手、藤田選手、大前選手、県立西宮高校サッカー部3名
vs子供チーム⑥⑦⑧⑨⑩
試合時間8分×5試合
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初めてプロと対面した子供達は、スピードや技術、技の精度に驚きを隠せない
様子でした。子供達は一生懸命守ったり攻撃したりと全力で走り回って取り組んで
くれました。そんな子供達にプロの選手達も全力でこたえるように子供達と本気で
プレーをしてくださいました。
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小学6年生が現役のプロ選手と全力で一緒にプレーをするというかけがえのない
経験が、特別なものになったことが子供達のはつらつとした表情や目の輝きから
感じとれました。
そしてエキシビジョンマッチ終了後には、各選手から子供達への一言とともに
表彰式を行いました。
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今回のイベントでは協賛・協力企業様のご協力で特別賞をつくり、21名の子供達が
その特別賞を受け取りました。
特別賞を作ることで、一生懸命サッカーに取り組みうまくなれば対価があるという
プロ意識をこの賞を作ることで体験してもらいました。
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最後に第1回KANSAI SOCCER FESで使用したスフィーダ製のボールをJリーガーから
参加者全員に手渡しでプレゼントを行い、無事イベントを終了いたしました。
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主催者：田中裕介コメント

私が子供達に伝えたかった事はサッカーに対して
『本気』で取り組んでほしいという事です。
夢を追うという事を言葉で伝える事は簡単です。

しかし、小さい頃から夢を持ち、叶えた先にある
プロサッカー選手達の姿を、実際に目で見て
肌で感じてもらう事こそが子供達の一番の成長に
繋がると思いました。

デビューから昨年まで17年間Jリーグの舞台でプレーしましたが、今年社会人になるまで
その世界の事しか知りませんでした。
プロでのサッカー生活は、試合に出てプロとして生き残っていくために血の滲む努力をして、
厳しい競走をするということが毎日でした。体のコンディションを考えて、食べるもの一つ
飲むもの一つを常に気にしなければいけませんでした。 12



その厳しい世界で素晴らしい選手達と出会い
ました。
彼らの競技に対する取り組みを次の世代に繋いで
いく事が、子供達より先にJリーグでプレーして
きた私自身の使命なのではないかと自問自答
しながら考えた事がこのイベントを開催しよう
と思ったきっかけでした。

この主催という立ち位置は私にとって初めての事で、決して簡単なチャレンジでは
ありませんでした。私自身がプロでプレーしてきた中で大事にしてきたのは、
一つの事に情熱を持ち真剣に向き合う事でした。

そのプロとして大事にしてきた思いを胸に、新たなステージの第一歩となる
KANSAI SOCCER FESでチャレンジすることにしました。
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本当に周りにいる素晴らしい方々に助けられ、このイベントを通して新たにサポートを
してくれた方々、そして参加してくれた素晴らしい選手達、関係者の方々のおかげで
無事に主催を務める事ができました。
心から感謝をしております。ありがとうございました。

この一つのイベントからいつか大きな花が咲いて夢を叶えてくれる子供達が出てくる事を願い、
これからも全力で応援していきたいと思います。

私自身にとっても第1回KANSAI SOCCER FESがゴールではなくスタートです。
更なる大きなビジョン達成に向けてこのイベントを進化させていきます。

引き続きKANSAI SOCCER FESの応援をよろしくお願いいたします。
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イベント詳細
【開催要項】
　11/26　晴れ
　開場　16：00
　開演　17：00
   ※LIVE配信16：45開始
　閉演　20：00

【会場】
　ヨドコウ桜スタジアム

【参加者】
　関西のどこかのチームに所属しており、
 　プロを目標に頑張っている小学6年生

【参加者】
　146名

【進行】
　田中裕介

【司会】
　池田愛恵里

【参加選手】
　清武弘嗣
　上門知樹
　東口順昭　　
　石毛秀樹　
　山口蛍
　藤田直之
　大前元紀
　井上黎生人

（セレッソ大阪）
（セレッソ大阪）
（ガンバ大阪）
（ガンバ大阪）
（ヴィッセル神戸）
（サガン鳥栖）
（京都サンガF.C.）
（京都サンガF.C.）
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イベント運営
【主催】
　田中裕介

【運営】
　株式会社JTRRD cafe

【総括ディレクター】
　高井聡

【進行・設営】
　株式会社ポルトラック
　ユニベール株式会社

【WEB・LIVE配信】
　株式会社グリーンカード

【クリエイティブ】
　カズオオモリ
　柳澤ももこ 

（キャラクター制作）
（デザインディレクション）
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【特別協賛】
　アート引越センター株式会社

【協力】
　株式会社イミオ
　カシオ計算機株式会社
　フットボールギア株式会社
　株式会社グリーンカード
　大阪リゾート&スポーツ専門学校
　兵庫県立西宮高等学校

【後援】
　株式会社カーリンク
　株式会社標

協賛企業

17



メディア、WEB掲載
   テレビ放送4番組
   WEB掲載67社

【テレビ放送】
　毎日放送
　　● JNNニュース
　　● GAMBA TV〜青と黒〜
　ABC
　　● おはよう朝日
　読売テレビ
　　● MONOモノ倶楽部

【WEB掲載】
　次ページ参照
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● PR TIMES
● @DIME
● @niftyビジネス
● All About NEWS
● BEST TiMES
● BIGLOBEニュース
● BtoBプラットフォーム
● Fresh eye ニュース
● Infoseekニュース
● Jbpress
● iza
● ORICON NEWS
● STRAIGHT PRESS
● 朝日新聞デジタルマガジン

● ウレぴあ総研
● エキサイトニュース
● 産経ニュース
● 財経新聞
● 読売新聞オンライン
● 時事通信ドットコム
● ジュニアサッカーNEWS
● マイナビニュース
● めるも
● BIGLOBEニュース
● マピオンニュース
● エキサイトニュース
● livedoorニュース
● ニコニコニュース

● mixiニュース
● グノシー
● Infoseekニュース
● TRAICY（トライシー）
● サッカー・なんでもニュース
● スポーツマニア
● ファッショントレンド
● ママテナ
● ガジェット通信
● とれまがニュース
● フジテレビュー!!
● おたくま経済新聞

   
　など

【WEB掲載】
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参加者特典
　アート引越センター株式会社
　　● オリジナルマスクケース 2種類1セットを参加者全員分
　　● オリジナルポケットボトル 2本セットを10名分
　株式会社イミオ
　　● スフィーダ製のボールを参加者全員分
　カシオ計算機株式会社
　　● KANSAI SOCCER FESロゴ入りオリジナルG-SHOCKを20本
　フットボールギア株式会社
　　● クレイジーキャッチアップスタートを1点
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特設サイト

17,935

5,891

▷閲覧回数

▷訪問者数

アクセス数  期間：10/10〜11/27
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ジュニアサッカーNEWS 募集記事アクセス

3,103

2,881

▷閲覧回数

▷訪問数

アクセス数  期間：10/10〜11/27

https://www.juniorsoccer-news.com/post-1295250
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特設サイトアクセス推移

26日 イベント当日
1,775  PV

7日 当選発表
1,035  PV

11日 サイト公開翌日
1,751 PV

16日 参加者募集開始
1,389 PV
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特設サイト 閲覧ページTOP10

1位 イベント支援者募集　2,313回
2位 イベント概要　1,107回
3位 アクセス 　512回
4位    新着情報一覧 　490回
5位    当選メール送信のお知らせ 　285回
6位    参加者募集 事前お知らせ　270回
7位    参加者募集 当日お知らせ　261回
8位    お問合せ　181回
9位    参加者募集締切のお知らせ　161回
10位  スポンサー一覧　127回
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特設サイトデバイス別
スマートフォンで訪問するユーザーが最も多い。

91%

8%

1%

モバイル

タブレット

PC
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特設サイト地域別訪問者数

1位  大阪府　1,800人
2位  東京都　1,774人
3位  兵庫県　682人
4位    京都府 　   332人
5位    福岡県　　  232人
6位    北海道　　  161人
7位    千葉県　　  143人
8位    岡山県　　  135人
9位    愛知県　　  130人
10位  神奈川県　  101人
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参加者

166 名

146 名

▷応募数

▷参加者

応募数　募集期間：10/16～11/1
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イベント支援

182 件

315,100 円

▷支援数

▷支援額

支援数　募集期間：10/16～11/27
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LIVE配信

3,147 回

157 名

▷総視聴回数

▷最大同時接続数

視聴数
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イベント動画配信視聴者ユーザー属性
選手の保護者の年代層が最も視聴している結果となった。
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ロゴ掲載物
ポスター、横断幕、インタビューボード、田中裕介着用ジャージ・Tシャツを作成しました。

ポスター

インタビューボード

横断幕

田中裕介着用ジャージ・Tシャツ 31



特設サイト ロゴバナー掲載

ファーストビュー サイト下部・スポンサー一覧ページ
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LIVE配信のCM・ロゴバナー掲出

ロゴバナー掲出

CM配信
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広告宣伝、集客について
第1回KANSAI SOCCER FESを開催するにあたり参加者の集客について取り組んだのは
WEBとメディアからでした。
・主催者である田中裕介のSNSでの発信
　フォロワー約 13,000人
・参加選手のSNSでの発信
　トータルフォロワー数約 32万人
・ジュニアサッカーNEWS
　月間 1200万pv 300万uu　※昨年11月最高値
・アート引越センター株式会社
　約205社へのプレスリリース
・株式会社イミオ
　40社へのプレスリリース

10/10にイベントリリースを行い、10/16〜11/1までの期間に参加募集を行いました。
予想としては、イベントリリースから募集開始まで6日間告知リリース期間をとりましたので 
10/16の応募数で参加者募集数が想定されると思っていました。結果は10/16の応募数が約100
名、最終応募数が166名でしたので、予想通りの結果になりました。 34



イベントとしては参加者の条件を限定してイベントに参加できる人数を100名にしていました。
参加人数100名に対して166名の応募があったことは大成功と言える数字だと思っております。
ですが、関西のクラブに所属する小学6年生の総数から応募人数を計算したときには、1割以下の
応募しかなかったと捉えております。

昨今の流れとしましては WEB上での募集では、どれだけ発信を行って、それに興味がある方が
拡散してくれたかが重要だと思っていました。今回サッカー界では、それなりのフォロワー数を
要するJリーガーからの発信、様々なWEB媒体から告知をおこないましたが、こちらから準備
した発信があまり拡散されなかったことが、サッカー人口の総数の1割以下になった要因でした。

今後の集客の改善取り組みとしては、SNS・WEB上でのこちらからの発信に対して、
拡散いただくユーザーに拡散メリットをつくること、今回募集の際に集まった参加者の情報から
メールでの告知また関西にある少年サッカーチームに対して、アナログ作業を行う。
このアナログ作業とは、関西の少年サッカーチームへのダイレクトメールを行いたいと思います。
募集した学年・年齢である全ての子供達に、このイベントの開催が届くように尽力いたします。
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参加者の声　※回答数 53件

①イベントに参加して良かったこと
プロ選手のプレイを直に見られた事

プロの選手のプレイが近くで見ることができた

憧れる選手を目の前にし、プロの技を直接見たり直接指導していただいた事がもちろん1番です。また息子はインタビューの取材を受け、
おはよう朝日等で映像を使っていただきました。W杯の舞台に立ちたいと自分で発言した事で意識の変化が少しですが見られるようになりました。
本当にいい機会をいただき、ありがとうございました。

実際に選手が指導してくれ、熱い指導をしてくれ、試合でもプロとは。
という面をたくさん見ることができて、選手達のモチベーションやこれからの糧になったかと思います。

選手に、指導頂けるところが凄く良かった

プロのプレーを間近で見ることが出来た。

プロ選手にしっかりこの場面のときは、どうするかなど分かりやすく教えてくれて、身についた事

楽しかった！プロ選手のプレーを間近で体感出来て凄さが改めてわかったこと。5号球がもらえて嬉しかった。

プロの選手の技を間近で見れて、声かけをしてもらって、とても嬉しかった。

プロと一緒に練習して、テレビやスタジアムではわからない凄さがわかった。

プロ選手と一緒に出来ていろいろ勉強になった。
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プロの技術を目の前で見れて良かった。
大好きな選手に教えてもらい、今後のサッカーに活かしていきたいことがたくさん見つかりました。次回も参加したいです。

プロのサッカー選手のプレイを見る事が出来て自分の目指すべきレベルが分かった。

憧れの選手に会えて、直接教えてもらえて、とても楽しかったです！！

プロサッカー選手とサッカーをいっしょにできた事

現役バリバリのプロサッカー選手に直接指導、声をかけてもらえたこと。

プロへの道の第一歩がわかった。（プロはどのような練習をしたりしているのかがわかった。何事にもしっかり集中して取り組んでいるのがわかった）

プロの選手のプレイを目の前で見れて、すごさを実感できた。

プロ選手に触れ合えたこと。同年代の選手からの刺激。

プロの選手と会えたこと。一緒にボールを蹴れたこと。

選手と話したり、最後の表彰式で大好きな山口選手に選ばれてとっても嬉しかったです！
それに、友達もできて良かったです！！

プロサッカー選手と一緒にプレーできた事

プロ選手に会えた事、たくさんの参加者がいるにも関わらずサッカーの指導をちゃんとしてくれた事。凄いなと思いました。

プロの選手を間近で見れて、周りのレベルも高くとても良い環境でサッカーができてとてもよかったです。
現役のサッカー選手とボールを蹴れた事。
憧れの選手に教えてもらえた事。

現役プロ選手と同じピッチ、時間を共有できたこと。プロのレベルを体感できたこと。

プロのプレーが見れてよかった。
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現役のサッカー選手とボールを蹴れた事。
憧れの選手に教えてもらえた事。

現役プロ選手と同じピッチ、時間を共有できたこと。プロのレベルを体感できたこと。

プロのプレーが見れてよかった。

プロサッカー選手と一緒に練習が出来て、間近で学ぶことが出来たことが良かったです！

プロの選手に直接教えてもらえたこと。

Jリーガーの人とサッカーができて、凄くいい経験になった。
いつも観客席から見ていたスタジアムの中でサッカーが出来て良かった。
ピッチがすごく良くてビックリした！

プロもしている練習を体験出来て成長出来たと思いました。

プロ選手のボールの持ち方とか距離の取り方ディフェンスの時の詰め方がわかって良かった。

プロの選手とサッカーできて、間近で見れて良かった。
自分もあんな風になりたいなと目標になった。

目の前でプロサッカー選手のプレーの技術•スピードを体験できた事によりもっと上手くならないと上を目指さないと実感出来た事。

プロの上手い所を実際に見たり聞いたりでき、
上手いプレーを盗んだり出来たのでいい経験に
なったので良かったです。

プロの選手に細かく教えてもらえたこと

ｊリーガーと同じピッチに立てた事

プロサッカー選手に会えてサッカーを教えて貰った事が良かったです。サッカーボールを貰えて嬉しかったです。
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プロの技術を吸収できて良かった

プロの選手を間近にみれたこと

プロサッカー選手のプレーを間近にみることができて興奮した。最後に大好きな選手（山口蛍選手）を相手に試合もできて楽しかった。

プロの選手から直接指導していただいたこと。速さ技術が近くで見れてよかった。大前選手からMVPを頂いて自信がついたことが良かった。
また機械があれば参加したいです
何よりも一番は憧れの選手と一緒にサッカーが出来た事。改めてサッカーが大好きだと思った。これから先、悔しかったり悲しくなった時は
この日の気持ちを思い出して前向きに頑張りたい。頑張れる自信がある。ありがとうございました。

怪我をしていて見学だけだったので残念でしたが、プロを間近で見ることができて、考え方などを学べたことは良い経験になりました。

現役のプロサッカー選手の人達とアップから一緒にさせてもら、練習のコツも教えてもらって試合も本気でしてくれて、これからサッカーを
していくなかでこの記憶が僕のサッカーの中心となる気がします。

プロの選手達と喋ったりプレーを見れた事

初めての場所で、初めて会うサッカー大好きな子達とボールを蹴るワクワク感と、プロの選手に指導してもらえると言う素晴らし過ぎる
経験をさせてもらって今後のサッカーへの自信になりました！！！！！

プロの選手とボールを蹴れたこと。

プロの方を間近に見れたこと。ボールをもらえたこと

プロ選手の速さ、ボールに対する執念を肌で感じられたこと

プロの選手と一緒にサッカーができ、判断、技術などのスピードを体感させてもらえました。

選手を間近で見て、プレイを体感できた

サッカー選手からいろんなことを学べたことです。
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②これからサッカーに活用できる発見はあったか
練習すれば、もっと上手くなれる

キーパーとの1対1の練習（普段の練習はやらない）
どんな有名な選手であれ基礎練習・フィジカルトレーニングを大切にしている。それは自分達が日頃している練習内容とあまり変わらない。
要するにどれだけ質を高めた練習ができるのか。
ダラっとした練習がチラホラ見られる事がありましたが、プロも同じ練習をしている事を知り、練習に対する心構えが変わった様です。

実際のスピード感やドリブルの技など、観客席から見てる感覚とはまた違い、もっとレベルアップしていく必要性を実感した。

ありました！！

いっぱいありすぎた。

ありました

最後の話の時に、毎日努力を重ねて練習しないといけないと言う言葉が胸にささりました。なので、毎日頑張ります！

自分のプレーを強化できる練習があり、プロの真似をしてうまくなれそうな気がしました。

ありました。

・シュートは低くてもコースに打つ。
・パスを出す時、受け手の欲しい場所へ出す。

たくさんありました。

たくさんあった。
パスの強さなど、これからたくさん活かしていきたいです。
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ありました。
シュートはどこに打てば絶対入るかを教えてもらった。

今まで以上にプロを目指したいという気持ちが強くなった。

パスの質をあげること。（パスする選手のどちらの足に出すのかなど）
いつも本気で取り組むこと。

プロの選手みたいなボールタッチを目指したい。

サッカーへの意識向上の大切さを学んだ

ポジション（OMF）練習で学んだ、ドリブル、シュート
攻め方の工夫や、周りとの連携プレーでこんなのもあるんだなと気づかせてくれました！人に教えたりする時に細かい事から教えるのではなく、
だいたいの事を簡単に説明していた事です！
試合観戦などで参加してくれた選手のプレーは見て学ぶ部分多くあり、聞きたい事など多くあったとおもいますが、緊張して中々積極的に
話しかけて指導して貰うことは出来ませんでしたが、間近でプレーを見て、子供達は色々な事を感じ取ったと思います。

アップのメニュー

サッカーは技術も大事だけど、改めて頭が必要な事がよく知れた。

現役の選手のプレーを体験できて刺激になり、練習を頑張れる。

練習方法。

あった。トラップが重要っていうこと。

ありました。細かいボールタッチを使って行ける選手になりたいです！

一つ一つのプレーで何を意識すれば良いかがわかった

顔を上げてドリブルなどの事をして改めて顔を上げるということはすごく大事だと言うことがよく分かった。
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2対2での守備の方法と、攻撃の仕方がためになった

①の事が活用できる

ドリブルやパスが全部早かったし、トラップも上手だったので自分もそのレベルになるよう頑張りたい。

はい。プロサッカー選手の技術の高さ、プレースピードの速さ、判断の速さが今の自分より格段に上だった事。

ありました。
ドリブルやパスやシュートの当てている所の
部分は今後のサッカーに活用出来ると思います。

パスとかシュートとか基礎系がうまくならないといけないということ

素早い判断力を身につける

ネットを使ってボールを蹴る練習が出来るのが良かった。１人での練習にも使えるかと思った。

あった。ボールタッチの仕方

キーパーはゴールがおっきくなると必ず壁にぶち当たるけど俺もそうだと体験談を交えて話してくれた。

上門選手がフリーキックをつま先で蹴っていると聞いて、僕は無回転シュートが得意なので、上門選手の蹴り方を試してみようと思った。

これからも努力を継続する事

プロの選手のプレーを間近で感じる事が出来沢山あり課題が見つかった。

ゴールキーパーの練習で、セービングの時になるべく斜め前に飛ぶように意識すれば、身体が勝手についてくると東口選手が言っていたことを
聞いてなるほどと思ったので、これから試合の時に意識しようと思いました。

その場でどうボールをコントロールするか、仲間がどうしたいか自分はどこにいるのがベストなのかが知れた。

プロのアイデアなどが活用できると思った
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沢山ありました！
浮いたボールのトラップの仕方を教えてもらい、すぐ実践してみたら出来ました！
ドリブルは顔を上げてする！
歩きながらリフティング！
バスケットのように手でドリブルも楽しかったです！

体の向きや蹴り方など

スピードをつけないといけないと思った。正確性も。パススピードも。

プロのプレス

判断のスピードを早くすること

体感したスピードを目指して練習する。
上門選手のフリーキックを間近で見れて，踏込み位置や蹴り上げ方を見れた。
練習している。

ありました。
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ボールタッチが繊細なところ　ピタ止め

スピード

パワーや技はもちろんですが、やはり自信に満ちあふれたオーラです。当日参加していた子がインタビューで言っていたプレスが怖いという感覚は
息子にもあったようです。ここから何かヒントを見つけ相手を圧倒するようなプレースタイルを身につけて欲しいと思います。

アップの時からの姿勢、スピード、声かけなどセレクション前のムスコにとってはどれも刺激になり、
これから目指すべき道を間近で感じることができました。

一瞬の判断とミスタッチが凄いところ

いつも全部見えてた所

ボールの捌き方や、正確なパス、トラップなど声も大きい声でしっかりと連携をとっていたところ

プレーにいろんな発想があって驚きの連続でした。教え方が上手かった。みんなが見てる中でフリーキックを決めるのは凄いと思いました。

スピード、状況判断、パスワーク、全てにおいて圧倒された

自分と比べてスピードやキックの精度、個人技が素晴らしかった。

足下の技術

・基礎技術の高さが凄かった。
・フリーキックが凄かった。
・身体能力の高さに驚いた。
など、全て挙げればキリがないくらい凄かった。

テクニック。体の強さ。試合中、周りをよく見てる。

③プロはどういうところがすごかったか
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全部！！スプリントのはやさ、すごかったです！！絶対にまた参加したいです。
ありがとうございました！！

1つ1つがとても上手くて、とても簡単にやっていた。

オーラ。

ミニゲームの時、得点をとる事に対しての気迫がすごかった。

スピード、トラップなどとてもうまかった！

スピード、正確性、サッカーへの意識

体力。

自分の予想と違うプレーばかりしてくれて、こういうプレーや工夫ができるんだなと思いました！あと、フリーキックや
ロングスローがめちゃくちゃ凄かったです！試合の時も、とても楽しそうにしてて見てるだけで楽しめる気持ちになりました！！

ボールタッチ、ボール奪取、視野の広さ
体の使い方など

小学生相手に、手加減せず本気でしてくれるとこ　キックが凄い

練習メニュー、キックの精度、視野の広さ、がとてもすごかったです。

技術、スピードが凄かった

ボールの寄せ、予測。

フリーキックの精度がすごかった。足元の技術。

早いシザースや、ロングスロー、オーバーヘッドを普通に出来るところが凄いなと思いました！

スピード、ボールコントロール、すべて
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パスの精度やプレスの速さ、声かけなどが凄かった

ボールの置き所がすごかった。

自分が思っているプレーを共有していた所がすごいと思った！

スピード、テンポ、トラップ、シュートがすごかった

技術の高さ•プレースピードの速さ•判断の速さ。

サッカーのセンスや技術。
プロはどのような考え方をしているのか。

シュートのスピード、コーナーキック、パスする前の首振りなど

常にピッチ全体の動きを見ている！

走るのが早く、ボールを持ってのドリブルが凄かったです。走り方が綺麗でした。

スピード、フィジカル、ヘディングの高さ、ロングフィード、本気の姿勢がすごかった！

キックの精度が凄かった。

トラップやパスが狙ったところにしっかりととまっていてすごかった。藤田選手のロングスローは驚いた。

とにかくスピードも判断も速くて凄かった。

パス、ドリブル、トラップ、シュート、全てにおける精度の高さとスピードが高かった。

どんな場面でも丁寧に正確にプレーしていてサッカーの全ての場面での意識の高さに感動しました。
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・ボールをもらってから走り出すまでの速さ
・トラップのコントロール
・ずっと周りを見ることができる
・しっかり仲間の足元や前にパスできている
・姿勢がいい
・いつでも全力

スピードや基本的なテクニックやアイデアの違いなど

ボールが来る前に、すでに複数のパスコースを描いていた。
切り替えや球際への意識がとても高かった。
ボールを要求する時に、欲しいタイミングで声を出してアピールしたり手でココに欲しいと具体的に要求していた。
とにかくサッカーを本気でめちゃくちゃ楽しんでやっていた。
最高でした！！！！！！！！

テクニック

速かった。一つのプレーをするのに動作が速かった

プレスの速さ

判断のスピードや技術の高さ

早い、強い、デカイ

試合の時にプロ全員がすぐに次の動きをしていたことやフリーキックの精度が凄かったです。
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